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大阪港夢洲トンネル海上工事に伴う船舶航行安全対策について

大阪港湾・空港整備事務所 企画調整課 係長 上田 成人

１．はじめに

大阪港夢洲トンネルは咲洲と夢洲を結ぶ海底トンネル（沈埋工法を採用）であり、平成

１２年１２月に着工し、平成２０年度の完成を目指している。

、 、本報告では一般船舶が輻輳する 大阪港のメイン航路で工事を行う夢洲トンネル工事は

海上工事区域が航路中央部で且つ施工中の移動、退避ができない４号沈埋函の沈設にかか

る工程（２次曳航～沈設～ウインチタワー撤去）約４日間の船舶航行安全対策について報

告するものである。

写真－１ ４号沈埋函沈設状況における大型船入港状況 咲洲より夢洲を望む

２．大阪港夢洲トンネル事業概要

大阪港は、神戸港と広域連携した「阪神港」として平成１６年７月に伊勢湾、京浜港と

ともににスーパー中枢港湾の指定を受け、国際競争力を強化するために物流コストの低減

・サービスの向上を図ろうとするモデル港湾である。

また、大阪港は近畿圏の国際物流を支える中枢的な港湾であり、年間約５兆円の外国貿

易貨物を取り扱っている。

と咲洲を結ぶアクセスルートは大きく迂回し現状でのスーパー中枢港湾対象地区である夢洲

た形となっているため、この間を直結する夢洲トンネルの完成が大幅な時間・距離短縮効果をも

たらし、港湾物流コストの削減など、大阪港の国際競争力強化に重要な役割を果たす。（約１１ｋ

ｍ→約６ｋｍ、１０分弱の短縮）

３．４号沈埋函沈設作業の概要

４号沈埋函（以下４号函、約幅 ． ｍ×奥行 ｍ×高さ ｍ）の製作は、日立造35 4 100 8.6
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船（株）堺工場で行い 号函製作完了後、Ｈ１８年１月に 次曳航を行いコスモスクエア4 1
駅前面の海域に仮置きした。沈設作業の前工程として、浚渫船による荒掘、仕上げ掘にて

沈埋函の土台を作りガット船にて基礎砕石を投入した後に沈埋函の勾配調整のための支承

版を機重機船にて設置する。

最後に沈設のための艤装品[ウインチタワー（沈埋函操作司令室 、沈設ポンツーン（沈）

埋函上下方向調整操作 、シンカー等（沈埋函前後左右操作）]を取り付けた。）

以上の海上工事の後４号函の２次曳航を行い３号函位置に仮置きを行い水中カメラ、計

器類の設置、航泊禁止灯浮標の設置をした。次に机上訓練を行い４号函の位置に移動させ

（航泊禁止灯浮標も移動）沈埋函内部にあるタンクに海水を注水し沈めて設置を行った。

沈設終了後、ウインチタワー、沈設ポンツーン、航泊禁止灯浮標の撤去を行い、函底コン

クリート等打設、砕石・土砂による埋め戻しを行い完成する。

写真ー２ 夢洲トンネル計画

、 。なお 本報告の安全対策に係る工程について時系列にまとめると以下のとおりとなる

①４／１４（金）４号函、２次曳航開始。３号函沈設位置に仮係留及び航泊禁止灯浮標

設置、水中ＴＶカメラ設置、机上訓練を行う。

②４／１５（土）総合動作確認のため注水・沈降、係留解除後、沈設を行うため４号函

沈設位置へ移動。航泊禁止灯浮標も４号函移動に伴い移動、可航幅が２００ｍとなる。

③４／１６（日）４号函に注水を行い沈設開始、３号函に引き寄せ水圧接合を行う。浮

力による浮き上がり防止のため沈埋函に海水を注水する。沈設後、ポンツーン・ウインチ

タワーの撤去、沈埋函の設置高さ確認ため函内測量を行う。

④４／１７（月）航泊禁止灯浮標の撤去、航泊禁止の解除をおこなった。

図ー１沈埋函施工順序
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３．４号函、沈設作業の船舶航行安全対策

３．１ 委員会の開催

４号函は、大小様々な船舶が輻輳する大阪港、大関門付近並びに主航路中央での海上工

事であり、一時的に可航幅が３００ｍ（大関門の幅員）を確保できず２００ｍの期間が生

じる （４／１５（土） ～４／１７（月） までの３２時間）。 21:00 5:00
このような海上工事作業の安全確保にあたっては、施工方法の検討や一般船舶への影響

を最小限に抑えるとともに適切な安全対策を講じる必要がある。そのため、それぞれの分

野に精通する学識経験者・船舶運航実務者・関係事業者で構成する「夢洲トンネル工事中

航行安全対策調査委員会」を開催し専門的な立場からの精査・検討を行った。

３．２ ４号函沈設工程・施工方法

４号函の工程は、大阪港航行安全情報

センター及び大阪市港湾局が整理してい

る５００総トン以上の船舶情報から、航

行船舶の少ない土曜夜間から日曜日に行

うこととした。

また、測量精度の向上により沈埋工法

を２タワーポンツーン方式からサイド１

タワーポンツーン方式の採用により、施 図ー２ サイド１タワーポンツーン方式

工時間の短縮（１４時間）に伴う航路占有時間の短縮を行った。

３．３航行安全対策

３．３．１ ４号函沈設作業中の安全対策

４号函沈設工事にあたっては、灯浮標による工事作業区域の明示、警戒船、可航側表示

船の運用、連絡体制の確認・維持、リーフレットによる工事の事前周知、情報交換等の措

置を適切に行うが、委員会開催の結果、さらに以下の安全対策を講じた。

、①情報交換の重要性に鑑み

大阪港航行安全情報センター

には沈設作業に精通している

要員を確保し、情報交換等に

当たらせる。

②沈埋函については、接近

する通行船舶が容易にその存

在を認知できるように適当な

明るさの間接照明を行う。

③一連の作業に従事する船

舶にあっては、工事作業区域

明示用の灯浮標の灯火の視認の 図ー３ ４号函沈設状況図（平面図）



- 4 -

妨げにならないように作業灯

の照射について配意する。

④４号函の沈設時等で可航

幅が２００ｍとなるときにお

いて、総トン数５００ｔを超

える船舶と総トン数１万ｔ未

満の船舶同士が行き会うとき、

当該船舶の全長の和が２００

ｍを超える場合は港湾管理者

に行き会いを回避するための

運航調整を要請する。

⑤４号函の沈設時等で可航

幅が２００ｍとなる場合にお

いて、全長２００ｍを超える

船舶が航行するときは、警戒

船を１隻追加配備し（ＶＨＦを 図ー４ ４号函沈設状況図（断面図）

装備 、工事区域付近で行き会うこととなる船舶に対して工事付近において行き会うこと）

のないように注意を喚起し、協力を要請する。

⑥一般船舶の港内交通に係わる交通の制限等必要な措置について港長に検討を要請し、

航泊禁止を行う。

３．３．２工事作業中止基準

以下の条件で４号函沈設にかかる工事作業を中止する。

○風速（平均風速）１０ｍ／ｓ以上、○波高（有義波高）１．０ｍ以上、○視程１．０

海里以下。さらに、○台風、高潮等の異常気象が予想される場合。○津波警報が発令され

た場合。港長の指示があった場合。○その他、工事責任者または工事作業船団長等により

作業の続行が危険であると判断される場合は工事作業を中止する。

４．まとめ

４号函沈設工事は、航路中央部で行われ、一時的に可航幅が３００ｍを確保できない期

間が生じることから、船舶運航実務者等をはじめ海事関係者にあっては可航幅の確保等に

ついて関心が高いなか、航行安全対策について協議・調整後、委員会を開催し、計画・検

討・実施することによって工事を無事故で完了することができた。

１８年度施工計画として同じく航路中央で５号函の沈設工事を予定しており、４号函の

施工実績を踏まえた安全対策を検討し、今後とも関係者と調整・協議を行い無事故で工事

を終える事を目標として検討を行うこととしたい。
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